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宇宙科学研究所長西村 純

II円相635j:の元且は WI々と明けて，冬にはめ r ら

しい1lJ.1かな-tJでした。

このたび. HiI所長小問先'I のあとを店、がひきつ

ぐことになリました。この 1-2年をふリかえって

みても.宇ih耐fのあげてきた成果はいくつかあり

ます。 M-3Sー II 引の成功のもとに.ハレーアル7

ーダと l呼ばれる [±I際協同の「ハレー探在J ， r ぎん

が」による大マゼラン H.'i: ljl の超tiilj\. X似の発>L ，

l二 l 川町65メート Jレアンテナによるスペ ス V LSI

のjよ従尖験成功等々 。このように 'j 宙科学に

とって if{ 裂な発比と成*がくりひろげられて.宇

宙研は国際的にも段も ifi.嬰な研究所のひとつとし

て認識さ tし!捌制されるようになってきました。

ぷ先棋はじめ前 jifrt.との並々 ならぬ御努 }J 向上に

きずかれたと f 術研を更に発展させるべく、決意を

新たにしています。

すでにこれからの術 h! として、来年.n上げ子定

のEXOS-D. これに引絞< J-Jスイングパイの MU

SES-A.Solar-A.Geotail の準備は JFi と々進ん

でいます. X 線料学1!¥i星 Astro- Dの準備も今年か

らはじまります。どの衛 }I~ についても諸外固め期

待は大きく.米，欧の研究者との協同研究になっ

ています。

ロケ If. A~( 球の科ザ観測も多彩な成*をあ

げてきました.また SFU の準備もすすみ.千{$I飛

期jf:本.ロ y クーン，高圧エキスハンダーサイクル

エンジノの)，~礎実験に成功して.これからの発展

がたのしみです。

宇宙研にとって大切なことは、全 l五|の研究者の

衆知 l をあつめ，共同平 IJ 川機関として宇宙利?に新

たな展開をもたらすこと。 III 際的な関係はlJ..'に緊

'if.: 性をますことでしょう。このため休伽 l をととの

え.基際研究， 'ｷ1''J 、思!のプロジェクトを幣合刊を

もって進め，独自 IJ 的て'活発な研究拍動をくりひろ

lずることて・す。

当副のii'll姐は相脱原新キャンハスへのスムース

な彬転。 4住所長め時代から斜 l リあげてきた.半前

科マーの長J\) IW 忽 r21 世紀への展塑」の実説へむけ

て第一歩をふみI- Hすこと。来 Ii キ守ンパスに移った

機会に新しい場所で新しい必を練り，ヰ世 i料-:/亡に

tir たな局 lui をきリひらこうではありませんか。

~表紙カット~

所長事務 I) I き継ぎ中町新1I ·1 1ltoJ所長。
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〈研究紹介〉

構造屋の知恵の輪ゲーム

小野田淳次郎

;fJ.、の属する飛期4休桝iit者IWIの段大町研究主砲で

あるロケ y トや1括原の桃J立について1割l紹介すべき

かとも思いましたが，ニれ句については他にも皆

械の日に触れる機会もあろうかと J)"f..‘ここでは

日IJのややリラ y クスできる研究の訴を紹介させて

いただきます。この研究には専門知識はあまリ必

要ではあリませんので. if，くの Jプ々にも楽しんで

いただけるものと思います。

宇'凶宅 I同に愉送子段よりも大きい桃造物を作る

場合には，構造昔日付をコンパクトに 11:j作りして字

'Iii;r.:mJ に連ぴ，そこでこれを組立てることになり

ます。この組 iL 作業を、人千やロポ y トに軒 iるこ

とも可能かも知れませんが、イ ~:j ほどきされた桝 iz

古lIB が自動的に j長l} ~J して枇終的な構造物に剖 Uーが

ってく IUL は'この|はあ I) ません。この級な )!~I JfI

rm. J.1i~却をゾ、 !51 するにはトラスが 1忠利て 1 色々な J民

|時 l トラスヵ、 f足場、さ hて L 、ます。

民BH トラスが l民附するということは，逆にロえ

ば展開したトラスが住めるというニとです。力が

It 川してもつぶれないのが械泣物の使命て'すから.

展開トラスもそのままでは'目的ません。 tt 込む為

には一部の部付の長さを変えた I) 部付の結合を外

すなどの細工が必要で.逆に展開し終った時には

もう長さが変わったり結合が外れないよヲにする

均のロ， 7が必要です。この際な展開に際して駆

動し. ロ y ク L ，よければ〈よらない機椛をここでは

アクティブな機怖と ilL; ，ことにします。部 1~'1 の b::

さを変えるには.テレスコピンクにや I' 紛させたり.

3主小で折山げて等倒的 lこ ila めるなと。の方法が巧え

られます。何々の機式のトラス栴 J立に.この械な

色々な調 II ユをあれこれ組合せて，新しい)j{ IJi I トラ

えを巧えるのは.知 l むの輸にも似て大変刷白いも

のです。この而 n さを知ったのは 4 年程!i ij に三浦

先生の VG トラスとし、うや I' 紘 屈曲する一次 Jl;ト

ラスの訴を附いた時でした.以降主として三 iili ・

名取先生が l 次 Jl: fiI'民トラえを.守 1 者が 2 次 Jじl瓦

l湘トラスを色々考えて見るれi1*となりました。

2 次 Jじ展開卜ラスとは 2 hi"! に J民 HU して巨視的

な面を作るものです。もちろんその一部を取出せ

ば収納安 jJ ヰ'の向い 1 次元イ ii' 民 l ラスにもなります。

展開トラスを 4- える l時， トラスは周期 I tJ (J て同あると

して，その一周期，すなわち. 1 ユニ y トだけを

考えるのが 1忠利です。松何 jに布えたのは関 1 のよ

うなサイコロ明のトラスユニ y トでした。この対

角部材を全て 2f 'itに伸ばすと，全ての部材が互に

:'1 q丁となり， トラスユニァトは館'j/， 1~ 1 と 7 を両端

とする紺 IL~ い空間 iに完込まれます.対角 rill 材を Jじ

どおりに縮めるとトラスユニッ|も冗の If; に 1J(I 1H

します。従ってこのトラスユニ y トを目立娘する|

ラスユニ y トがJjに鋭 1象的 Ill] きになる様に縦械に

並べて作られる 1-( 悦 (I( J'I'f(f i状トラスも，この t~d1

で小さな雫|日|に:~;.込ま tしまた.展 H}Jすることが

'I'll リます。また，これらの対角部材の bえさを適切

に変えると H:; 古形状の巨悦的 1111 iliJも作れます。ニ

の場合. f1! llll ， iの 4 4主的対角 1111 材は. I硫~する Z つ

のユニ y トに共有されるので.結局 l トラスユニ

ットあたリ 4 4，の可変良部 B. すなわち. 4 倒的

アクティプな機桃を必裂としています。しかし，

しばらくして.これはすでに本 l土|で巧奈されてい

たことが判りました。

ユ;に凶 2 のトラスユニ y 卜について A唱えて見ま

しょう。トラスの['下町面に Nfl) に川かれている

線はワイヤー主どの仮力拡です。このユニットの

対角書 II 材を全て jll' 長すると ~13 の僚に '12 込めます

L. 代リにこれらを折 1111 げても UJ 込めます。従っ

て.これを縦般に， If，べたものも 1 ， ;1 微に何込め，展

開できます。この場令.対角部材は全て 2 例のト

ラ λユニ y トに共有されるので. 1 ユニット当リ

2 例的アクティプな機構が必要となります。図 2

のトラスユニ y トはまた，よく見ると縦の 4 本の

書II 村(ト 5 守 2-6.3-7 .4- 8) を伸ばすか又は紺 iめても

畏込めることが判ります。この場イ t これらの ·1

η
，
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変伝部材は，それぞれ 4 例の|ラスユニ， I に共

有されることになりますので， 1 トラスユニソト

当り l 例のアクティブな機梢てd脱|制・ロ込みがで

きることになります。

以上では. トラスの様式と機構の配間の丁一夫に

よって I ユニ y 卜当りのアクティブな機構の数

を凶 l の 4 例から l 例へと減らせることができた

訳です。この係なアクティブな機附の数を減らせ

ることは ):11.111軽減ばかリでなく、展開的信頼刊

を隊保する上で大変主要です。では，もっと減ら

せないでしょうか?付IJ えは凶 2 のヒンジの一部が

ii~の部材に沿って滑る様にした|主14 のトラスユニ

y 卜は図 5 の械に rl 込めます。この l ラスユニソ

トを縦般に司， liii状に並べる II主計'hM ヒンジはそれ

ぞれ 4 il!1の隣按するトラスユニ y 卜に共有される

ことになリ， 1 トラスユニ， I 当り Xi同のアクテ

ィブな機構だけで引込み、民間できることになり

ます。 I司 6 はこの民|制トラスの試作l日1的展開収納

試験の依子です。小さな'也動モータを取1'1 けてあ

り， JR lJ fl も収納も白動的にできるものです。

民間トラスにとっては，収納似'J'-t'が良い4>，す

なわち，より小さなZ.~IHJ に ;ll 込める 'J>が ill l主です

が， WI] え Iii刈 6 のトラス Ii他に比べて遜色ありま

せん。収納企JJヰ'は部材f干の 2 j主に反比例しますが、

地上イ'Jj 屯に耐えるよう太い邸付を使った'可以のト

ラスでさえ， WI] えば lmXlmX2mに収納きれ

ていたものが32m X32mX1m の|制なトラス梢J立

に l正|制する ;~-I 勢になります。また， !'X17 の絡に，

例ぇ Iiノ、ラボラ I lI lffli を 11' る事も可能です。

その他にも多値多様右民 I~トl トラスを裂しめるの

ですが.ここでは省かせていただきます。それぞ

れの白昼間トラスはそれぞれの長所と短所を持って

いるので，特定の用j主にはそれらを卸j楽して枇jffij

のものを選ぶべきでしょう。その意味で， 多柿g，

憾なものを案出してそれらを色々な角度から評仙l

しておくことは:立川、のあることと J41 われます。

JJL 1'I はアクティブな機構の数を uiに減らせたも

のを試作'I'です。これらのうちのどれかカ\将米

rJ-:ri:i±)l-\ J で使われる日が>Kることを夢見ながら句

この知必の輪ゲームも今しばらく:ttl、しめそうです。

(おのだ・じゅんじろう)

図 t 立方陣トラスユニット(その1) 図 2 立方陣トラスユニット(その 2) 図 3 半ば畳込まれだVLDFトラスユニット

，¥、ー一、 司、""

図4 展開したSHDFトラスユ=ット 図5

繍闘圃常

図 6 SHDFトラス展開収納鼠駿

-3-

国 7 パラボラ型SHDFトラス

(展開終了状態)
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ハ街「デたさ

* 公 募 の お 知 ら せ

l I ! 1f 1 1 6 3年 度 宇 街~ l i学 系 の 共 同 州 究 ( 地 設 干I J m )

の 公 務 をl、 百 じ の と お り 行 っ て お り ま す 。

- ス へ ー ス プ ラ ズ ?

中 込J U I ~ N昭 和6 3年 2 H 2 7円 l U

・ ヰ 刷 版 射 線

申 込 ! Ul l i N l I ! 1f1 l6 3年 2 H 1 3 R W

Il :l J { ~せ 先 1 街 科 ' ' ' { : 研 究 所

研 究 協 力j *共 同 手I J I I I係

(467)1111 (内 235)

画
合宇宙利用委員会と宇宙基地利用研

究センター

かねてから計 Il lI i されていたヰ..市 J，k

I也は NASA の「定では 1995 年初期 E起用に入ること

になっている。 ~k が闘では .1 宙開発委民会の下

に j':'1 山)，~地特別古 1\会が lUiけられ.と十術基地に対し

てどの般に具体的に対応すべきかが議「治されてき

た。その中で 'j-:'I 山科ザ研究所て"は大学等におけ

る'''{:術的な日「先分野について，利用嬰ボをとりま

とめを行うことが述べられている。このよヲ主的

勢のもとに II両手 1162 年度には宇市基地利附セノター

が'j: ，ii 61f に (jlJ ~止された.センタ一長は痢内教!~で.

センターの教白として山下助教 J支が発令されてい

る。

-)Fi 守ii ，lf て"まヰこ:'>i i1 ，Ot!! fIJ JtJ関係の m'l と集

地 tJ 1右を議，:向する委以会の必敬一性がこの数年考え

られてきた。この委只会は宇宙基地にかかわる研

究は申 Mil· 、〈取倣うべきであるとするのが大 Ji の意

見であった。分野としては.反体物理学，太陥系

科γ\ ライフサイエンス.地球観測，微小屯力科

学.瑚丁、子尖験，その他が巧えられる。問題によ

)·HI 州品開花

，V，助教指

j:Hif 守 f: 働fefE

両氏

y ステム・"ヲヒ
系教指

"

"

"

"

つては日正有の寸'山理学 I.e芸委只会的収扱う範|耐

と IT(なりあヲので.その際は町公民会との充分な

謝終が必要となる。

12H17 t1にこの宇宙利用安民会(委員長山村純)

の第一聞が聞かれた。委員は先に述べた分野町''{:

J誼経験者30名よりなっている。第一回の会合では

"j 而附としての今後のヰ:街 J占地利則についての共

休的な進め ii ， 外 [Iii との刈応，研究班の柿成など

について熱4し、な討議がくりひろげられた。

外電によるとヰ斗ii ~よI也の初期JiliJTJ の時!UIはまた

ややおくれそうな欠配てeある o 'r:ii:i 基地での ι 「術

研究の計画 ti がこの委員会を中心にして長期的な税

山の l に有効に立てられ. くりひろげられて行〈

ニとを期待している。(西村 純)

*MU5E5-A 構造モデル試験

MUSES- M.I'ii1モテノレ試験が. 111 年 IlrJ16 t1か

ら 12 月 11 t1まで相 l校!京キャンパス~矧体 f;;l 境試験

練において 1 J われた。昭和 65 年 2 )H! 上げ予定的

'IUSES-A は.月及び地球の .!.11 力場を利 III して軌

道変史する技術(スウィングパイ)の習得を~ー

の U fl' ，とする 'j リ山研何 jの T. 't ;;A 験衛星であり. L
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戸
I~I)に}j軌道投入川町起l'トベ什街 J ， !. (ルナー オービ

ター)を持つユニークなものである。構造的に b.

4丹，I亙機端的ケースを構造部付としてその卜Jニルナ

ー・オービターを，Il(せる }j 式や.れ4gt化のためトー

|、 1(11 '、不んをなくする ~'f. fit米にないものとなっ

ている。

今 luiの試験的 II (I'Jは、 i術早桁jl叩I~ の村椛11:休本がJ打l 上げl時{時干の

品

する機械{的「内J瓜明開l l}~境fZ粂 f件|ド♂を 4品訓品捌1べることにある。訓州は.

烈f作午を J打判II 当した rl i本斗，ι主公Lし. 一3菱~~屯E機. 一主主.m寸長

崎等の t!J， 1) を得て.かつてなく大がかリに行われ

た. I位体製作にr--1lI1 ど I) ..A験開始が-jW目l巡れた

り， JI，ftlJ試験機の冷却1Il:r.ンフがりfU t£'，きょ1:1 f~・

を組み換えたりと大きなトラブルがあったが.無

'I>終 f することができた。試験的結*. 各m;の応

71'は解析の結*と大きな沿いはなく. f事(!II.!位{本は

剛性・強皮肉条 ('Iーを満足することが確必された.

また. J再 4在機~~の機械的成11立についても布役主デ

ータがHI られた。現イ10. f,Yj. f.j(は熱モデルに改泣き

れつつあリ句 3 月からの熱!'!明滅!験にヰイむ-f YEで

ある。( iii,( j型 lι 行)

*r さきがけ J のかくれんぼ

II) 年 I )J.軌道修正を行った I さきがl -r J は J)L

{to. 地球と良〈似た軌道て'太陽の副リを lui る人i

~:F: Jl~ として町I，測に n~び続けています。ところが軌

道が地球のそれと似ていることから -11地球か

らはて λ:協の仲l う側に行くとなかなか出てこない

という問題が'I じます。 J、防によるオカルテーシ

ヨンと ulばれるこのかくれんぼの状態が今年 l 月

から 8)! ;j<まで続いており.このIIIW)8 ヶ)J r さ

きがけ J は木防に邪l危されて地球と白(..i不jill と主

っています。令〈ヰ主巡なことに「すいせし、」が l同

年 7 JJ オカルテーンヨンを経験(この場介子レメ

ータ受 171不能JYIII"は 11 1:1 1日l と知かかった)してい

たため.その際のデータを参与に「さきがけJ に

対 LN策をたてることができました。問Iち II) 年 12

H一杯をそのi~，判ii則 HIlに充て. 8 ヶJ1 1長のアンテ

~~七ごプrγ/~/甲一一一仇/"'./~…γv……可…一均…叫v…叩叩~…叩司叩…，

;，紡 私と守衛所 ;

大品樹4に凶ま tれLし. 止 l凶耐h耐iには H 本の先端をf行I' <p耐附j庁fヲ究E j造主カか‘らも」々?えられる 4事Lてで9ある.苛~'i術訂1所折の f白(f杭E も多

所を象徴する iL工派な H時5L幻'Ji刊p爪丹を守明lむ 'Jド';1)古がf勺l山I\~米とる.他 〈の人には忘忘、jれL ら 1れLてしまうのではないか。一寸

に悶飢i を』比Lぬ ~'j 術所でで弘ある。お1￥件よう' ノ今ト H む御 J必己 ばかり i林しい. (松‘ド j!fi)
スで，さようなら.御目当j椋でした 1 Sr~を十l けて，

とお II に d~を記す 'J'; (7) I.I'r，*るのも~J' i財所主らで

はの特権だと 1'1 l't:J:~~る。笑顔て'迎へ笑劇 lでj); i"L

る。尖に*しい職場である。

で..自治する症もいる。そん

しそんな日

っきりした気分にもどれる.

H が刻々と迫っている。朝一!

の械な人と人との交わりも L ーー

な気がする。建物の配;世椛

.~帆，，¥y~'"、が号、色刀、白内歩喝V'y~‘".~ぺ~民戸峨以外~。、~"/-'唱~も串ゆ申印刷.-.-・W凶"'Y'v~ヤペ
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地球から男たさきがけと太陽の相対位置

(座標鞠の一目盛ガほ lif視野角0.27・!こ相当)

ナ千報 fill を京帥にするためのレンジ汁測と 1軌道決

定作業の強化. I主任機が持っている山耐 J地球揃促

機能(一週 ItlJj也foR と背f.J不辿が絞くと探査機 mil が

地球を採し始める機能)を殺した場介のチエ y 7.

そして 8 ヶ月 11 \1安勢制御をしなかった f晶子干の太陽

恥i射}上による姿勢変化の千 ili'!と 'IX 定tIを地すため

のスピンアッ 7作業.さらには熱設計卜の検討が

行われました。 12n22 1:1i1 ~i五の姿勢変 ui を行った

「さきがけ J はその後一辿 IHI チェソ 7 を受けた後

12 J12 9 1:1のレンジ計 ili' l を以って述刷を休止し.長

いかくれん』まに人リました。 f許・ liJiの 1:-:1 平 11i !1 アンテ

ナは 9 月にかくれんぼを終えた時地球に D·t する

Ill! きにセットしてあり，その時は再ひ'疋%な姿を

見せてくれるしのと Jg Jj寺されます。その後 1992 苛

l 月に地球の極〈近 f~'j に 'M ってくるまでオカルテ

ンヨンはなく句 首尾良〈地球スウイングパイに

よって次のミ '1:;/ ヨ/である ISTP (I £I 際太陽

地球物理) ，II 凶lへの参 IJlIを米すまで生き氷句えて

欲しいものです。(上杉f1:;芯)

*K-9M-81.5-310-18 号機の実験成功狸に終る

l吸冬の点京を発って KSC に歪 IJ若した尖験IiI.は.

この冬としては第一級の匁気凶の主 IJ 未による'たさ

の中て a作業を!日 I lIt! した。

本年度第 2 ;j; 尖験として打上げられるこの 2 機

のロケントは、和 Iれも冬の午前 1111 寺ごろ下 itl)~ 1!:自 If

府中に現われる fE子温度の ~I~ ，;;~. Lｷ.J司の JJ;(囚をつき

とめることを観測の U 的としている。 ζのため岡

機には 'i ii: (i 品度 'i晶、伎の測定昔誌のほかに大気'I'の

励起分千から肱射される紫外止や功、外光の ;llll~ 正 oJ

-6

や.プラズ?~品伎の変動成分の検出1*1:. 'itt-(と大

公分 f との i~i~ 周波数の測定総なども搭載されて

いる。

また州ドイ Yのポン 7 ム大，，'/のピエーノレ同一 1 ら

のグループが開発した4' Ji L,"，[C雌!荷プラズ?の illll

I.E装置{も搭載され，わが1£1の測定装置との比較実

験をすると共に， ',[C rビーム成分を検出する役 II

も負っている。

i長勢な大|控 1~:j~Ut から i吹き 11 1\ す強い北 jlGJ乱に悩

まされながら. K-9M-81\}機が発射されたのは f

定i凶リの 1 )J2511 午 wi 1111:)'てdあった。次いで判 l

J12611 午前 1111 ，\'に. .ltjlGI~l はやや lt えたものの小

1·I·j 政協が心配された公り常に [fl] って S-3 1O -18 -1)機

が打ち上げられた。

'I lL離層的ロケ y ト観測 lに欠かせない J宇佐 7 ロー

プやアンテナの民 UM. 突き山しは刷機とむすべて

lI ~i ，測に1iわiL.全量~江jl)f ti HIよ良好なデータを l収仰

することに ，，';OJ! した。特に問機とf， 'l tL Ti品伎のク

イ y 7}レ y クテa タから山!立川O-IIOk"，にかけて

llIJJ1ι (i品 lit J百が iFイl することがJ~'I:みとれている。

また 5-310-18号機てすまこの川屯利山主肘と全〈同

じ r:':jJ!lに数kmの的l主にわたってプラズマ術肢の激

しい変動が検出されており.ょの二つの現象のIMJ

に強い WI;卓がある可能刊を小している。

丙ドイツからはるばる実験に参加した耐f'先者 J主

ふ)gJj寺した以上の成栄にやr びながらlJi.il!llデータ

を抱えて j"III"RIの途についた。(fJ十脱出店)

ちア

K-9M-81号機プローブ農開テスト



包 州山星計サ……ンげか川プ拘九川Jル川一レ川ゾ
c⑦舟 ンスワ一クシヨツプ
まにま I:

~.-.，~ I 記会合がI JH16 円から 18 円

まて。ヒユース 1 ンのNASA ジョンソム，/ 'j':'1山センタ

の近くのナソウベイ ヒル l ンホテルて世flOE され

た。

現i，:止とソJI<に '('I山|剥発における ::¥.ll~.探貨の次の

Hrfi撃を火 JI~ に集中させている。ソ速は米年夏に 7

オポスミツンヨンを i-J ったあと 1992- 例年に火~，

仁でのローパー(向通 ihi ド)を含む 1* 1f. を経て 1996

-98 年にサンプノレリターンを行うことを検討して

いる l ，アメリカは 1992 年に火忌の法制 it 伐機

'7 ースオブザ パ」を行った後.次のターゲ y

トにこの火星サンプルリターンを与えている。な

んと亘ってむ 21 世紀の'十 Wi 開発におけるターゲ y

トとして段イ fJJ の火 Ji !.1 -f 人傑脊を出宇和~.: t;ttIi、たも

のであるだけに参 1111 した 150 人余りの研究れの熱

気は相当のものであった。

会議のテーマについては後に述べるが，サイエ

ンスワークショ y プというタイトノレからも屯! f輩さ

れるようにとかく自分の ~ll·1 1I 1の少し悦引の伏ぃ学

Ii目的議論に陥リがちな会泌を.一主催晶のマイ 7

ドレイクカ什 I~ っ If <,

l ビリオン ダラーのフロジェクトに見合う

+中f: 1止米は主にか 9

2. 取ってくるサンプルはどのようなものか?

岩山/{，弘?:い/新しいサンプル，表)荷 /i本

L 、 J品 Pli'など

3. ，Yil :f~品 Iff はどこが放連か?

4. ローパ (自動>F. l の可動範 l川はどれだけ

最c{J~·区・型 jか ?

5. サン 71レをほ取するドリルはどれどけ深〈

lbi る必攻ーがあるか?

6. ~止 fJ~ どのくりいの fil のサンプルが区裂か?

の山に力山をおいた質問 l を繰り返していたのが印

象的であった。これはすでにこれと ·IH1 して進め

られているミ y シヨノ自身的役術的検討からの強

い要求であることから.火 JI~ サンプ Jレリターン計

画がか主りの以， f本刊を '~ii びてきていることを不し

ている。

42 初に述べたよヲに現イ.:-t il: !Illのこれからの ~3 R.

探fWJ 由lの大き主流れの一つは火早であり.今回

の会議のようなミ y ンヨンそのものに l(( f. fi した検

IH' がj並んでいる。たしかにこれから 10 年後のミ y

y ョンであるのでまだ l時H1 HI~l な余怖があるといえ

なくむないが、 しかし. ミ'/;/ヨンそのものは当

然1£[ 際協力に依存する超大叩 l ミ ;I/'" ョンである。

もしわが|叫がこれに参 1111 するのて'あれば.検討の

初期段階かり偵械的に参加しておくことがミ'//'

ヨ/における rfclf な役 'II~J を判うためには不可欠で

あろう。( for 山fr nJ t)

*火星サンプルリターン計画

火却をより押しく，調べ.そのおれを持ち帰ろう

という計 lrt ， jが.米ソで盛んに検討されている。河

fr1 はソ述内保在計 I·hi て二母両日から、気球と世人

探険 Iii が切り離される。気球は詳しい地点的 411

を踊 1 りなが句大%の組 rJli:やその迅 ~ofiJJ L 調べる。探

l演中は冗井;分析などを行いながら火 lt'.J:i!f'[をはい

まわる。このような「制作に次いてヘ火墨付ノ 71 レ

リタ ン・ロケ y トが発射されるのこのロケ y 卜

t.Jt険巾を。|世んでおり，ぷ J(lIで集められたサンプ

ルは，そこから l証書 fl. または也被地球に 1J ち :h さ

れる。"-;:!J.: 2 は、火1tlから却ってきた探 ff.自 11 が，

ゾ j1!のすー耐えテーンヲン『ミ -I レ」にサン 71 しを

iJi すところて'ある。火星は j詰 LJ 也J'; R に似た::¥. JI~ て'

あり、そのサノブノレからは、 まだ我々の知らない

多くのことが党凡されるだろう。

写真 1 ソ連の火星探査 写真 2

計画

-7 ー



天体ガンマ線の観測

東京大学理学部釜江常好

@

も

下

イド

我々は今年 II JJ ブラジルにおいて.新しいアイ

デアのガノマ線検山泌を気球に搭・阪 L. 大7ゼラ

/'1二の樹新ill をIll.測する干定である。

.~繊械は光i主て'~I{li正し透過力が強いゆえに. ).、

休llI. il\llに広< I企われてきた。限史的に凡て.新し

い泌氏(た f のエネルキ )~H域てす〉観測技術が

附允されるたびに.新しい天体や天体現象が発凡

さ il l'Ji分引が'1-:. まれてきた o • j':市併のまわりで'I'.

iLf! ってきた X 椋大丈 Y がその一世 IJ である。さり

にエネルギーが J がったガン 7線に ι 同憾な川械

を J~JH できないだろうか。ここでは光 f のエネル

ギーが . 1∞keV か句数 MeV のIt\ Jにあるガノマ似に

限って冶じてみる。

ガムノマ~;Ji!が X 総と ItiJ じ可 lか句ヲミ休観測に利用さ

れてきたのに.大きく治則 Aはできないでいる主た

る JI， ([J;II よ，次的 2 つにあると iLL われる。第一 lよ.

まJ~iJ !J i円強度がはるかに日沿いことて"ある。強いもの

でτド }j セノチあたり何時 I 11川れ u立で X 縦割止め数「

分的 I でしかなし Lt11 は )主 j的 J) が~i1 i I,..、のに加

え.地上位まわりの陥 f ・ III 刊 Fなどが物伐と級以

応し MU!\ I.品川辺でノイズとなるプ fン7総を発'主す

るため コリメ-?~'どで人身 J }jI{'I を限 IL するの

カt世II しし、山 iょ，J.，る。

これらの世 II. 山を~'t!.. IJI~ してlIIl illi] を jl l' L 辺めるだけ

のメリ y トかあるだろヲか<> i}-{l l.lある。第ーは句

X 料lに比べてむ数 ffr'i: 虫、、透過力である。Ii'門的的

である銀 jilJ III ，し、む観測することができる.第二は

がンマ献のエネルギーを測れば原子以柿がす 'I るし.

IJi'JiA 純が 1唱II LI ;f， n、方 fl.H与を検出し運動 i創立や民

力的対 l さを拘 l ることができる山にある。陥 'I'it {と

.正 f がN消滅するさいの O.51MeV のガン 7料t l，同

図 1
回 ~JE[.u: Nrn~

直豆重

織に役ぶつ.第二は.比較的簡単に lhi 光度や偏一九

面を訓 II ることが出米るニとにある。この外.ガン

ヮ線ノ〈ーストやガンマ線天体と日った興味ある側

の々研究対象が多くあることもイ j け力 II えておく。

われわれは.加速器を使ったぷ杭子尖験をやる

中で t ，le の鰍収を克服できる検出絡を開発すべ〈

努力してきた。そしてその中で生まれた技術を I!l:

って超新民からのヌゲン 7線のスベクト Jレを測る ~I

llhj を進めている。また 2 - 3 年後には.方 [rlJ 偏

光が洲れる新しい検出器「多弔コンプトン・カノ

ラ J を完成させ.ハノレサーなどからのガン7似の

f~ 止を illil る子定である。 r 多情コンブ|ン カメ

ラ J は.コリメータなしで庁ン7紛の }J Illj が測れ

る I'，. fjl~光む向効率で決定できる「究鰍」的検n\

;{~になると WIH している。これによって庁ンマ糾l

尺文学I， X線や~rr~&: と Ii I を北べる分針に!北 l* でき

ると，問、っている。

凶 l に超新町!観測用に開発中町大 lliim フォト

ダイオードを 10rった Csl (T I):"- ンチレーンヨン・

カウンター (3 X 3X lOcm') てM刷Coのプfン7似を

般 til した WI] を"、す。図 2 にはアクティブ ンール

ドなどを含む気球搭 i肢ガノマ線組tilllj 狭山内概却を

刀、す o (カ、まえ・つねよし)

¥ ↑
4ニー

同.0師 糊
口
圃"ワティノ

シールド

44.8em

図 2
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1込シデ宙 太陽電池の話 (1)

(シリコン単結品太陽電池)

太陽1正池は太陽光を屯公エネノレギ に変換する

もので.人工衛}J\の一次fE北町、として!ム〈期いられ

ている。二つの異なる材1'1. WIIi.!Jp 形半導体と

n 形半導体を接合させると機合 1(11 には按触電位差.

したがって内部 ι界が 'I' ，じている。桜子子部付近に

光 II討射すると村'l'tが(その材質の祭制伽阿以上の

エネノレギーを持つ)光を吸収して:I I 屯イ'， :j (.lULl

と負 m: 桁( I~I d J' Hl 子)を刊り.内自 [;111 界によって

王屯桁は p J杉半導体に， J-=titt 荷は n 形半導体にづ|

き寄せられる。従って. p 形村氏は正に. もうー

}j の材質は負に '111 屯する。州 1 1' 'i 't を外部から IJ

ド科 l て“新べば骨 1J.f.~電流 ([sc) がなが h. 開放にす

れば開放，江陀 (Voc) が現れる。これが太陽 'ill 他的

!fi)JfHi型fである。材質的には.光を良< I吸収 L.

内部 lι界が強<.光によって正l 由 a正~:jがより多く

発 'tL. 紡品欠陥による発生'lu:;Iの消滅が少なし

しかも材 l't 'i I を発j三百予:jが砂叫J しやすい特仰をも

った太陽泡池ほど合11中はよリ!日J い。材質は，一般

にはンリコンiil針HIltIの半場体で.太陽電池の構造

はTE気位、導 If~の見なる n I杉と p 形との按合て"ある。

ベースとなる p J杉村自の表而に怖い n 形拡散層を

按合 L. n11111 から.it l照射する椛巡の太陽TE池を n

onplf 九あるいは nIp 形、反刈のものを p on n 形，

あるいは pi nJf~とよぷ。

実際の太陽屯池(凶 1 )では，仰はJ.JlJll/p Jf~の場

合， さらに(7)の n}固め入射光側に(則的くし形状の

fl1IT:拘し (4)の反射|坊 IIJ日. (3)の按泊舟I). (2)の下以

7 ィルタ，放射線や許'j ilu1防止のための(11のカバー

ガラスカイイ l いておリ. (日)の p 形半呼休(J早さ約50

-3ωμ111. !!\打L'N'"lω-em) の下にはーさらに(日)

の P
I

Jf3の 1W版府. (6)のIi屯税が1'1 し、ている。

jllllT'. mJ三防屯池の発民段階を図 2 に示'L 日 SF

(日ack Surfacefield) タイプでは p 形ベー

スの以前 lこ p+) 討を付け，ベース内で光生した "'III
7!.L(が弘前 m極て '''ii~j 1威しないようにベース l勾に屯

f を押し戻す tE 界を導入している。[l S I{ Illack

SurfaceReflecton) タイプでは. pJf~ベースと

決 1!Ii的正屯極聞に Ii射府を付け. J.凡身、「光を太陽屯

池内へ再導入している。 lよ SFR タイプは BSF と日

Sri の III'J hの特徴を持ち. AMO て咋1·)Voc=O.585V.

2cmX2cll1で約Isc=158mi\を発'i!J:L..さきがけ

i軒町以降，主にこのタイプが JIJ，、られている。そ

の他に， 入射光表 1M てゅの反射!Jl 1、を事 II えた I:":' 効率

の Black 形があるが. I~"J n-,t]W11 肘の n，~j主制御が必

裂である。 ヰ宙{llf 謎 ~~llJj政

l今)

'¥STRO-R

ヒ xos-c
~'IS-T 5

f~j ll~' ビ XQS-'\
F:XOS-R

PI.Ar-:F:l ASTIW-C
<':OHS'¥-B
MS~T .t

ーへ

t¥STR()-.A.

タイ γ 従米
"'ド

BSH BSfH Black

断的 l

4門~; ヰ」門司 ヰ省
幼年('?，，). (,\MO) 1n.:1 1I.2 12.5 1.1.(l 14.:1

I I~射防時験 ;; 1¥ I It HI!:散嗣

司書号の」足時 l
2 C1'o'\t鰍 6 I込山反射桝
:~ "形!Ii:散骨1 7 )1'，屯制民{拠1削屯似)

ｷ1 1\ 舵ベーア刷

図 1 力1\ ーガラス伺き太陽電池<B SF) 図 2 衛星周太陽電池の発展段階
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ダウンタウンの焼肉屋

(ジ~ージュー古ニをJJ..てるカルビを挟んで.二人的中

年の到が向い合っている.一人は小太り J

J どうだい ヤス.テニスーエルポは?

Y (小木リ)桶ヲおます.テニスをやった後はしびれ

とる.パ y テン. 1I は金仏""ープンに出たくらいの

名遮千から鴻われたら.断るわけにいくかいね.

(このあたり.品地内方日が巧みに組み令されている.

一組の¥，:'"、カ y プルが入ってくる.恋人同 U，しいJ

S ハーイ.ヤス.ハーイ.ジャニー.元気?

Y ウン 正気だよ.おまハンむアノジョウやっとる

か? (少しはにかみながり)だども句いつもキレイ

だんナ.

S まァう IL しし、/

(このあたリ立は凶際的に単純であるJ

S ねえ ブライアノ.今円au ，、た?

B スーーお l止附だよ。 J-; ・せ・じ。

(なぜかキスする o Y は税制をそらす。二人も注文を

泊ませて)

5 iJ え‘べ'スは filfl昨ごろJPLに千Tってるグ) ,

Y ;;0'1<的は 1Tl'~~1 6 時乍ごろでんな。約束しちょった

人と会うたり 1品川保高!剥 l品の文献を読んだりーに

つ〈さワァ y クスて叫tJJγから jl与られるタイガイ 1品力

の(Iリl、をやりよりますとー じきに抗になりまんな.

5 ;を l立 lPLグ)tε :cit: ?
Y ウノ.. 'i 山併の ~I:.協食堂と liil じくれェゴ y ツウう

めえよ。

(こよで Y. .しの rll で『相悦l以に生協を I J と ~iY，訴

で眠Iiう)

B そしてまたセ y セと {l/l> をして午後 4 時ごろ刈る

のか。みんなその頃だもんな.

Y ウン.で L そ町時刻lになると r飯を食おう J とい

う制l身内 i"人ー「プレイしよう」というテニスきちが

い I II;;町家内テレビで特でフ y トポール的試合を比

ょう』というハ ティ好きなどが来てワイの郁子?を

.('j.ねますがな.

5 U>I'でむそフやって ..Iiぃ介ヲんでしょう 9

Y ン I!.. '1出iJfには，、ァ. T おとか l 先生という人

がおましてなァ r イ y パイやろう J などと言うんで

げすよ.ニこではそんな誘い方はしねエが句.いつ

も付与合いでハァ存んでいるオラみてェな人間lには

よ変アリガテェね吸でんが~'..

J それにしてむ 3 ヵ月の掃作というのは.あわたど

しいナァ。

Y はいでもね" iffi聞によって規定されていた円市か

ISASニュース No.83 1988.2.

先行下山科'f:'Jf究所(文部省)

( 153 )I(,j(mil-I!.I.\[ 王駒場 4-6-1 TEJ.03-467-llIl

宇宙科学研究所的川泰宣

ら離れて{なぜかスラスラと公文書のような訂い万

になる).米し五行〈末のことを.y;え自分の人止を

見つめ fliすには{急に文字的な表現)ハァ.+分な

捌IllJ でねえかな.

5 ブライアンむ~'しは自分を見つめ出してみた句'

B ウン 結婚相l干については.J; え li( してもいいと

店、ってるよ o (爆笑)

Y 加うるに 'j 宙研にはM とか N とかオ y ソロンイ

教授がおるけんね.お早うお侃りにならネェと r も

つ紛って来んでもえエJ って言ヲたら凶るケンネ.

B ヤスカ川、るのは Navigation Sy剖emsのセクション

fごっ{す'

Y そう。宇宙研が術患を打ちトげる時はヨウ. Ni¥S
八に迫跡的協力を安2肖しとるがね.このセ 7 ;，....ョン

町中にその尖'I'll:の作業グノレ プがおる.これまで

'JI ， j ，jの.d .•nの it りんかったトコなどいっぱい感じよ

りますがな。

J その同年りが(屯たちミ:/;..-'ヨン桝析のセクンヨンで

向。ヤスはここの人たちとのイ I'~ 合いの Iiが多いみ

たし、 t!~ J. o

Y そリゃ晶、あんたハン ボイジャ一等過去の必 )1 1

探掛からー米たるべき 7ジェラン.ガリレオ，ユリ

ンーズやらの将来計阿に'l"るまで~ ...., ;，.，.ョン解析

をペJ らかした1'，々たる y ワモノ共がおりやーがるか

句向。(一日l シラケル)

J その人たちは、それぞれのプロジェ 71 づ〈りの

IIIlUI にミ y ンヨン解析の作業を f るけど.ある f立附

まで jj主むと，ア y サリと別の{上 ·t; に修っちゃうんだ

よ.

Y プロジェクトの進1 j に 1字ヲ仕事の俄象 発肢の兄

、ドさの中に.この件lの科学者 技術者向.1Ilくべき l輔

の"j さを感じないではい句れない.

5 ヤスは時々カレ y ジの哲?の先'I みた L、な召ぃ Ii

をするわね.ネ L. どこか毘術館に1Tった?

Y 先週ハンティントン・ライプラリーに行さよりま

した.ラムニーやゲインズポロは却晶えが勺たけど.

レノプラントもヴアノーダイク ι あったのにはハア

費者きました ι んなも L o
B きあ.勘定.勘定 I (ポケ y トから取りだした U

本の\1i.主主をたたきながら)ハイ.一人 I~ 〆

Y ええ勺ヲ こんなに食べて.一人 13 ドルヲ オラ
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